
よ い 会 社 を つ く ろ う 。よ い 経 営 者 に な ろ う 。よ い 経 営 環 境 を つ く ろ う 。
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３つの目的

よい会社をつくろう

よい経営者になろう

よい経営環境をつくろう

同友会は、ひろく会員の経験と知識を交流して企業の
自主的近代化と強靭な経営体質をつくることをめざし
ます。

同友会は、中小企業家が自主的な努力によって、相互に
資質を高め、知識を吸収し、これからの経営者に要求さ
れる総合的な能力を身につけることをめざします。

同友会は、他の中小企業団体とも提携して、中小企業を
とりまく社会・経済・政治的な環境を改善し、中小企業
の経営を守り安定させ、日本経済の自主的・平和的な繁
栄をめざします。

c o n t e n t s

特
集

表紙の写真を公募いたします。　テーマは「私の逸品」です。
詳細は、福岡県中小企業家同友会　広報情報室「月刊同友」編
集部まで
締め切り…平成23年8月号は平成23年7月1日必着
投稿方法…電子メール、郵送いずれも可
　　　　　表題に「みんなの広場」とご記載ください。
郵 送 先…福岡県中小企業家同友会 広報情報室 「月刊同友」編集部
　　　　　〒812-0046 福岡市博多区吉塚本町9番15号
　　　　　　もしくは n_ooba@fukuoka.doyu.jp まで
※応募が多数の場合は編集委員会で選考いたします。なお、投稿
　いただいた作品は返却いたしませんので、ご了承ください。

あなたの写真で表紙を飾りませんか！
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福岡同友会　第 50 回　定期総会

2012 年度
福岡県中小企業家同友会運動方針

6月は「中小企業憲章推進月間」ですよ

6 月行事案内

第80 回　景況調査

理事会報告

復興支援CD『SMILE AGAIN』
おかげさまで、9,740口（487万円）の義援金が
寄せられています

　この間、同友会の取り組みに賛同していただきまし
た会員様をはじめ、各地同友会、一般市民の方々、各
行政機関、報道機関など心温まるご支援をいただき、
ありがとうございました。来る7月12日に開催される第
44回定時総会（岐阜）にて、被災地同友会へ贈呈を
いたします。
　福岡同友会は今後も息の長い被災地支援をしてい
きます。よろしくお願いします。

チャレンジフェスタ 2012
in FUKUOKA にて
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福岡県中小企業家同友会運動方針
2012年度スローガン

“全社一丸”の強じんな企業づくり
黒字経営をめざし、組織経営に挑戦しよう！！

  2008年9月のリーマンショック以降、日本経済は厳しい状況が続いている中、昨年3月11日に宮城県
沖を震源地とする国内観測史上最大の「東日本大震災」が発生し、未曾有の大災害となりました。また、東
京電力福島原発の放射能漏れ被害の不安が未だ続いております。
　このような深刻な打撃からようやく立ち直りつつありますが、日本経済は依然として停滞感が続き、あら
ゆる産業が大きな岐路に立たされています。
　政治の混迷，円高，デフレ，世界金融問題，電力問題，製造業海外移転など、私たちを取り巻く経営環境は
本当に厳しくなっています。
　2010年6月に閣議決定された中小企業憲章では、「中小企業は経済を牽引する力であり、社会の主役
である」とうたわれています。私たちはこうした社会からの期待をしっかりと受け止め、自覚と誇りをもっ
て、この混迷した時代を切り開いていかなければなりません。
　このような厳しい経営環境の中にあっても、私たちは経営者の責任と覚悟をいつも問われています。同
友会の「労使見解」は常に私たちに経営者としてのあるべき姿勢を問いかけ、労使関係の創造的発展こ
そ企業成長の原動力であることを示し続けてきました。だからこそ同友会で学び、経営指針書をつくり、
社員と共に育ちあい、地域に雇用の場を作りながら黒字経営をめざし、自らの企業の存続と発展のために
は、「全社一丸の強じんな企業づくり」が何よりも大切ですし、組織経営に挑戦しなければなりません。
　黒字経営をめざしそして、たくさんの中小企業経営者にも呼びかけ仲間を増やし連帯の力を結集し、中
小企業憲章でうたわれている社会を名実ともに実現しましょう。それらの活動の中で、来年の福岡同友会
創立50周年（2013年4月）を迎えます。50周年記念事業を取り組む事を通じて、さらなる発展をめざし
ましょう。そのために次のような活動を展開します。

企
業
づ
く
り
・

経
営
者
づ
く
り
の
活
動

1
充
実
し
た
、学
び
合
え
る
支
部 

　

例
会
づ
く
り　
【
地
区
会
・
支
部
】

 

め
ざ
す
姿

　

会
員
経
営
者
の
生
き
方
や
哲

学
、経
営
姿
勢
や
方
針
が
本
音
で

報
告
さ
れ
、グ
ル
ー
プ
討
議
で
深

め
ら
れ
、報
告
者
も
参
加
者
も
学

び
が
あ
り
、勇
気
付
け
ら
れ
る
例

会
が
感
動
を
呼
び
起
こ
す
。そ
し

て
、企
業
で
実
践
し
そ
の
結
果
を

会
に
報
告
さ
れ
る
善
循
環
が
起

こ
っ
て
い
る
。

　

同
友
会
で「
例
会
」と
い
う
と
会

員
の
体
験
報
告
と
グ
ル
ー
プ
討
議

が
行
わ
れ
、労
使
見
解
、経
営
指

針
、共
育
が
深
め
ら
れ
る
会
合
で

あ
る
と
い
う
認
識
が
共
有
で
き
て

い
る
。

 

ビ
ジ
ョ
ン
の
目
標

●
会
員
は
ど
こ
の
支
部
の
例
会
に

も
出
ら
れ
る
状
況
を
つ
く
る
。

●
全
体
平
均
例
会
出
席
人
数
ア
ッ

プ
と
参
加
率
60
％

●「
例
会
開
催
マ
ニ
ュ
ア
ル
」の
完

成

〈
2
0
1
2
年
度
方
針
〉

①
例
会
は
自
社
の
経
営
課
題
を
も

ち
よ
り
、経
営
体
験
の
交
流
を
通

し
て
学
び
あ
う
場
で
あ
る
と
い
う

こ
と
を
し
っ
か
り
と
認
識
し
実
施

す
る
。

②
同
友
会
の
支
部
例
会
は
、原
則

と
し
て
経
営
体
験
報
告
と
グ
ル
ー

プ
討
論
を
基
本
と
し
て
お
り
、企

画
段
階
か
ら
支
部
役
員
会
が
責
任

を
持
ち
、支
部
例
会
開
催
3
ヶ
月

前
を
目
標
に
計
画
案
を
地
区
会
に

提
出
し
て
、一
層
充
実
し
た
内
容

に
な
る
よ
う
に
幹
事
会
で
学
び
あ

い
、討
議
す
る
。

③
会
員
は
県
下
で
開
催
さ
れ
る
支

部
例
会
へ
は
、ど
こ
に
で
も
参
加

で
き
る
こ
と
を
Ｐ
Ｒ
し
、参
加
し

や
す
い
雰
囲
気
を
つ
く
る
。開
催

日
や
開
催
内
容
の
告
知
の
仕
方
を

工
夫
す
る
。

④
例
会
開
催
に
つ
き
、1
回
以
上

の
プ
レ
例
会
を
行
な
い
、グ
ル
ー

プ
長
・
グ
ル
ー
プ
発
表
者
研
修
を

持
っ
て
報
告
内
容
や
討
論
テ
ー
マ

を
具
体
化
す
る
。

⑤「
ま
と
め
」の
重
要
性
を
認
識

し
、例
会
は「
座
長
」を
置
い
て
同

友
会
理
念
の
学
び
を
深
め
る
も
の

と
す
る
。ま
た「
室
長
」を
お
き
、円

滑
な
運
営
で
学
び
が
深
ま
る
よ
う

に
す
る
。
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⑥
例
会
へ
の
会
員
参
加
数
や
参
加

率
、ゲ
ス
ト
目
標
な
ど
支
部
ご
と

に
目
標
を
定
め
、そ
の
達
成
に
向

け
て
日
常
訪
問
活
動
や
連
絡
体
制

を
確
立
し
て
ブ
ロ
ッ
ク
会
の
充
実

を
図
る
。

⑦
例
会
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
を
は

か
る
。（
報
告
内
容
を
ブ
ロ
グ
形
式

で
Ｈ
Ｐ
に
ア
ッ
プ
す
る
。改
訂
e
・

d
o
y
u
に
て
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化

を
行
う
）

2
50
周
年
記
念
事
業「
全
国

研
究
集
会（
全
研
）」誘
致
開
催

（
2
0
1
3
年
2
月
）【
実
行
委
員
会
】

全
国
行
事
の
意
義（
中
同
協
）

　

各
同
友
会
と
中
同
協
に
お
け
る

同
友
会
運
動
及
び
経
営
の
研
究
と

実
践
を
発
表
、交
流
し
、専
門
家
の

協
力
も
え
な
が
ら
、同
友
会
理
念

に
も
と
づ
く
、時
代
の
変
化
に
適

応
し
た
運
動
の
あ
り
方
と
企
業
づ

く
り
の
方
向
性
を
学
び
あ
う
。

〈
2
0
1
2
年
度
方
針
〉

　

第
43
回
中
小
企
業
問
題
全
国
研

究
集
会（
全
研
）に
力
を
集
中
し
、

本
年
は
経
営
者
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
こ

の
行
事
に
ふ
り
か
え
ま
す
。

①
全
会
員
で
と
り
く
み
、全
国
の

仲
間
を
迎
え
ま
す
。

②
第
43
回
全
研
の
実
行
委
員
体
制

は
、経
営
者
フ
ォ
ー
ラ
ム
委
員
会

と
全
研
実
行
委
員
会
と
が
連
携
し

て
と
り
く
み
ま
す
。

③
第
43
回
全
研
を
該
当
月（
2
0

1
3
年
2
月
）の
支
部
例
会
に
振

り
替
え
て
開
催
す
る
よ
う
要
請
し

ま
す
。

3
経
営
推
進
本
部（
新
設
）に
よ

る
労
使
見
解
を
ベ
ー
ス
に
し
た
、

共
同
求
人
・
社
員
共
育
、経
営
指
針

の
三
位
一
体
の
活
動
を
通
じ
て
組

織
経
営
を
め
ざ
す
。

❶
労
使
見
解
の
実
践

 

め
ざ
す
姿

　
「
雇
用
は
最
大
の
地
域
社
会
へ

の
貢
献
で
あ
り
会
社
発
展
の
原
動

力
で
あ
る
」と
と
ら
え
、定
期
採
用

で
求
人
で
き
る
会
社
づ
く
り
と
同

友
会
理
念
を
経
営
者
と
社
員
が
共

有
し
、お
互
い
が
当
て
に
し
、当
て

に
さ
れ
る
関
係
を
も
っ
て
、自
社

の
発
展
成
長
を
め
ざ
す
た
め
の
共

育
が
行
わ
れ
て
い
る
。 

  

ビ
ジ
ョ
ン
の
目
標

・
同
友
会
理
念
を
理
解
し
た
社
員

が
い
る
企
業
づ
く
り
。

・
求
人
、共
育
活
動
へ
の
参
加
企
業

１
０
０
社
を
め
ざ
す
。

・
障
が
い
者
雇
用
の
促
進
の
た
め

の
就
労
支
援

・
社
員
が
学
ぶ
同
友
会
大
学
の
開

校〈
2
0
1
2
年
度
方
針
〉

①「
人
間
尊
重
の
経
営
と
は
何
か
」

に
つ
い
て
、地
区
や
支
部
で
具
体
的

取
り
組
み
を
実
施
す
る
。（
地
区
・
支

部
）

②
現
求
人
共
育
委
員
会
を「
共
同
求

人
委
員
会
」に
、現
経
営
労
働
委
員

会
を「
共
育
委
員
会
」に
、現
経
営
指

針
推
進
委
員
会
を「
経
営
労
働
委
員

会
」に
名
称
変
更
し
、共
育
委
員
会

に
て
企
業
の
中
堅
社
員
が
同
友
会

理
念
を
学
び
、経
営
者
の
パ
ー
ト

ナ
ー
に
な
る
た
め
の
機
会
を
つ
く

る
。（
共
同
求
人
委
員
会
・
共
育
委
員

会
）

③
障
が
い
者
の
雇
用
を
促
進
す
る
。

（
バ
リ
ア
フ
リ
ー
委
員
会
）

④
男
女
共
同
参
画
・
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ

バ
ラ
ン
ス
を
研
究
す
る
。（
女
性
部

委
員
会
）

❷
経
営
指
針
の
作
成
と
実
践

  

め
ざ
す
姿

　

労
使
見
解
に
も
と
づ
い
た
同
友

会
的
経
営
指
針
を
全
会
員
が
作
成

し
、そ
れ
を
も
と
に
し
た
経
営
を

行
っ
て
い
る
。結
果
と
し
て
会
社

が
発
展
成
長
し
て
い
る
。 

 

ビ
ジ
ョ
ン
の
目
標

　

労
使
見
解
に
も
と
づ
い
た
経
営

指
針
の
確
立
と
実
践
が
繁
栄
す
る

重
要
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、５
年
後

2
0
1
3
年
度
ま
で
に
成
文
化
企

業
１
、０
０
０
社
を
め
ざ
す
。

〈
2
0
1
2
年
度
方
針
〉

①
会
員
の
経
営
指
針
成
文
化
数
を

把
握
す
る（
経
営
労
働
委
員
会
・
地

区
会
）

②「
経
営
指
針
作
成
セ
ミ
ナ
ー
」

（
２
泊
３
日
）を
、委
員
会
主
催
で

開
催
す
る
。（
経
営
労
働
委
員
会
）

③
経
営
指
針
書
作
成
と
実
践
を
す

す
め
て
い
く
た
め
に
、「
経
営
指
針

作
成
セ
ミ
ナ
ー
」参
加
者
の
た
め

に
、フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
の
会
を
開

催
す
る
。（
経
営
労
働
委
員
会
）

④
経
営
指
針
書
づ
く
り
の
基
礎

コ
ー
ス「
あ
す
な
ろ
塾
」は
、経
営

労
働
委
員
会
主
催
、各
地
区
会
が

運
営
す
る
。共
通
テ
キ
ス
ト
を

使
用
し
、「
経
営
指
針
作
成
セ
ミ

ナ
ー
」受
講
の
際
、内
容
の
差
が
生

じ
な
い
よ
う
に
す
る
。（
経
営
労
働

委
員
会
・
地
区
会
）

⑤
企
業
変
革
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

活
用
し
て
、自
社
の
企
業
づ
く
り

の
検
証
を
す
す
め
る
。地
区
会
が

率
先
し
て
推
進
す
る
。（
経
営
労
働

委
員
会
・
地
区
会
）

❸
企
業
革
新
に
と
り
く
む

   　
　
　
　
　

  

【
経
営
推
進
本
部
】

①「
経
営
革
新
支
援
認
定
」会
員
の

交
流
会
を
開
催
し
、経
営
革
新
進

捗
状
況
等
の
情
報
交
換
を
行
う
。

②「
経
営
革
新
支
援
認
定
企
業
」の

紹
介
を
通
じ
て
、と
り
く
み
へ
の

啓
発
を
進
め
る
。

③
中
小
企
業
振
興
セ
ン
タ
ー
等
関

係
機
関
と
連
携
し
て
、認
定
取
得

の
た
め
の
支
援
を
行
う
。

4「
物
や
サ
ー
ビ
ス
を
買
う
時

は
、会
員
企
業
か
ら
」経
済
交
流
の

活
発
化　
　
　
　
　

   

【
理
事
会
】

経
済
交
流
三
原
則

　

会
員
間
の
経
済
交
流
・
取
引
は

相
互
に
援
け
合
う
活
動
で
す
。信

義
・
友
情
・
自
己
努
力
の
三
つ
を
経

済
交
流
の
三
原
則
に
し
て
い
ま

す
。

●
同
じ
も
の
を
買
う
な
ら
会
員
企

業
か
ら
、会
員
に
は
な
る
べ
く
、安
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く
て
良
い
も
の
を
提
供
す
る
。

●
率
直
に
意
見
を
出
し
合
い
、仕

方
な
く
お
義
理
で
取
引
す
る
の
を

や
め
、お
互
い
に
利
益
を
保
障
す

る
。

●
取
引
を
通
じ
て
、会
員
同
士
の

「
友
情
」と「
信
頼
」が
一
層
深
ま
る

よ
う
努
力
す
る
。

〈
2
0
1
2
年
度
方
針
〉

①
買
い
物
や
購
入
は
、“
同
じ
も
の

な
ら
会
員
企
業
か
ら
”を
呼
び
か

け
る
。

②
地
域
内
好
循
環
の
た
め
に
、信

頼
関
係
に
も
と
づ
く
経
済
交
流
を

さ
ら
に
促
進
す
る
。

5
産
学
官
連
携
に
と
り
く
み
、新

た
な
仕
事
づ
く
り
を
推
進

             

【
企
業
連
携
推
進
委
員
会
】

〈
2
0
1
2
年
度
方
針
〉

①「
Ｆ
Ａ
Ｓ
Ｔ
」の
活
動
を
通
じ
て

新
た
な
仕
事
づ
く
り
を
す
す
め

る
。

②
業
種
別
関
連
部
会
の
活
動
を
す

す
め
、企
業
間
連
携
を
通
じ
た
仕

事
づ
く
り
を
す
す
め
る
。

6
国
際
交
流
活
動
の
推
進

  

【
国
際
交
流
委
員
会
・
地
球
環
境
問

　

題
委
員
会
】

〈
2
0
1
2
年
度
方
針
〉

①
企
業
の
国
際
化
に
対
応
す
る

た
め
に
活
動
を
強
化
す
る
。具
体

的
に
は

・
中
国
東
北
部
へ
日
本
製
品
を
販

売
す
る
拠
点
と
し
て
、大
連
チ
ャ

レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ（
大
連
Ｃ
Ｓ
）

の
さ
ら
な
る
活
用

・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
や
香
港
な
ど
で

の
海
外
へ
日
本
製
品
を
販
売
す

る
拠
点
作
り
活
動
を
支
援
す
る
。

・
さ
ま
ざ
ま
な
海
外
関
連
の
仕
事

そ
の
他
の
情
報
を
会
員
へ
提
供

す
る
。

・
他
県
同
友
会
の
国
際
関
連
部
会

と
の
連
携

・
国
際
的
に
活
動
す
る
他
団
体
と

の
連
携

②
福
岡
県
の「
グ
リ
ー
ン
ア
ジ
ア

国
際
戦
略
総
合
特
区
」構
想
を
研

究
し
対
応
を
進
め
る
。

7
企
業
の
社
会
的
責
任（
C
S
R
）  

　

を
果
た
す
。

め
ざ
す
姿

　

私
た
ち
の
先
輩
は
、1
9
7
3

年
第
一
次
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
の

時
、売
惜
し
み
な
ど
が
横
行
す

る
中
、「
我
々
は
決
し
て
悪
徳
商

人
に
は
な
ら
な
い
」と
宣
言
し
、

こ
の
精
神
は
そ
の
後
、「
国
民
や
地

域
と
と
も
に
歩
む
中
小
企
業
を
め

ざ
す
」と
い
う
理
念
に
な
っ
て
明

文
化
さ
れ
ま
し
た
。昨
今
の
様
々

な
事
象
を
見
る
に
つ
け
、こ
の
理

念
の
実
践
を
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
実
践
の
先
に
、「
中
小
企
業
憲

章
」が
あ
り
ま
す
。

〈
2
0
1
2
年
度
方
針
〉

①
中
同
協
の
同
友
エ
コ
へ
の
参
加

企
業
数
を
ふ
や
し
、Ｃ
Ｏ
2
削
減

に
取
り
組
む
。（
地
球
環
境
問
題
委

員
会
）

②
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
の
定
期
的
な
交
流
と

協
働
を
す
す
め
、ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ

ジ
ネ
ス
の
研
究
と
学
習
を
進
め

る
。（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
交
流
・
ソ
ー
シ
ャ
ル

ビ
ジ
ネ
ス
特
別
委
員
会
）

③
企
業
内
で
女
性
活
躍
推
進
、子

育
て
応
援
を
進
め
る
。（
女
性
部
委

員
会
）

8
事
業
承
継

　
　

    
【
同
友
す
ば
る
特
別
委
員
会
】

〈
2
0
1
2
年
度
方
針
〉

同
友
す
ば
る
特
別
委
員
会
で
事
業

承
継
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
検
討

し
、実
施
す
る
。

9
経
営
相
談
活
動【
経
営
相
談
室
】

〈
2
0
1
2
年
度
方
針
〉

①
正
副
代
表
理
事
会
、お
よ
び
代

表
理
事
経
験
者
で
構
成
し
、引
き

続
き
、気
軽
に
相
談
で
き
る
体
制

を
継
続
す
る
。

②
行
政
、他
団
体
、金
融
機
関
と
の

連
携
の
強
み
を
生
か
し
、課
題
解

決
を
図
る
。

③
専
門
家
会
員（
税
理
士
、公
認
会

計
士
、司
法
書
士
、弁
護
士
、社
会

保
険
労
務
士
、中
小
企
業
診
断
士
、

弁
理
士
等
）の
協
力
を
え
て
円
滑

な
相
談
を
行
う
。

※
具
体
的
に
は
、定
例
で
継
続
的

な
テ
ー
マ
を
き
め
た
説
明
会
を
開

催
し
、個
別
相
談
を
う
け
る
と
り

く
み
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、能
動
的

な
相
談
機
能
が
発
揮
で
き
る
よ
う

に
す
る
。

④
顔
と
企
業
が
見
え
る
関
係
を
強

め
、地
区
や
支
部
な
ど
で
も
日
常

的
に
身
近
に
相
談
が
で
き
る
関
係

を
つ
く
っ
て
い
く
。

経
営
環
境
改
善
の
活
動

1
中
小
企
業
憲
章
・
条
例
推
進
の

　

運
動【
中
小
企
業
憲
章
推
進
本
部
・

　

政
策
金
融
室
】

 

め
ざ
す
姿

・
中
小
企
業
の
存
在
が
、社
会
に
お

い
て
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
と

し
て
、自
他
共
に
評
価
、確
認
さ
れ

て
い
る
状
態
。（
中
小
企
業
憲
章
が

国
会
決
議
に
よ
り
制
定
さ
れ
て
い

る
状
態
）

・
福
岡
県
に
中
小
企
業
振
興
基
本

条
例
が
で
き
、振
興
会
議
が
結
成

さ
れ
、同
友
会
も
参
画
し
て
推
進

し
て
い
る
。

ビ
ジ
ョ
ン
の
目
標

・
福
岡
市
、北
九
州
市
、久
留
米
市
、

大
牟
田
市
、飯
塚
市
、直
方
市
で
中

小
企
業
振
興
基
本
条
例
が
制
定
さ

れ
て
い
る
。さ
ら
に
、す
べ
て
の
市

町
村
で
の
制
定
を
め
ざ
す
。

〈
2
0
1
2
年
度
方
針
〉

①
中
同
協
が
提
起
し
た
4
つ
の
課

題
を
重
点
と
し
て
運
動
を
す
す
め

る
。

●
各
同
友
会
は
憲
章
・
条
例
推
進

を
方
針
化
し
、担
当
部
門
を
設
け

る
。

●
憲
章
・
条
例
の
学
習
運
動
を
提

起
、企
画
し
、会
内
に
限
ら
ず
行

政
、他
団
体
と
も
連
携
し
て
す
す

め
る
。

●
条
例
制
定
、見
直
し
を
計
画
的

2012 年度　福岡県中小企業家同友会運動方針
特 集
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に
進
め
る
。

●
憲
章
、条
例
推
進
運
動
を「
三
つ

の
目
的
の
総
合
実
践
」と
し
て
と

ら
え
、会
の
組
織
強
化
と
連
動
し

て
す
す
め
る
。

②
中
小
企
業
憲
章
の
意
義
を
理
解

し
会
内
外
に
伝
え
る
。

③
主
要
自
治
体
に
政
策
要
望
提
言

を
行
う
。そ
の
中
で
中
小
企
業
振

興
基
本
条
例
の
制
定
を
推
進
す

る
。

●
福
岡
県
に
対
し
て
は
、今
ま
で

ど
お
り
政
策
金
融
室
が
主
体
で
行

な
い
、本
部
も
参
画
す
る
。

●
県
内
6
市
に
対
し
て
は
、本
部

と
各
地
区
地
域
政
策
部
が
連
携
し

て
行
な
う
。

④
主
要
自
治
体
単
位
で
、本
部
と

各
地
区
地
域
政
策
部
は
、地
域
活

性
化
の
た
め
の
勉
強
会
な
ど
を
行

な
い
、行
政
と
の
連
携
を
強
化
す

る
。

⑤
他
団
体
、機
関
と
の
連
携
を
推

進
す
る
。

●
他
の
中
小
企
業
団
体
と
の
連
携

商
工
会
議
所
、中
小
企
業
団
体
中

央
会
、商
工
会
、商
店
街
組
合
な
ど

と
の
連
携
を
推
進
す
る
。

●
大
学
と
の
連
携
づ
く
り

大
学
で
中
小
企
業
経
営
者
に
よ
る

講
座
を
設
置
し
て
い
た
だ
く
こ
と

に
よ
り
、連
携
を
強
化
す
る
。

●
金
融
機
関
と
の
連
携
づ
く
り

政
策
金
融
室
を
中
心
に
、金
融
機

関
と
懇
談
会
や
勉
強
会
な
ど
を
行

な
い
、連
携
を
強
化
す
る
。

2
景
況
調
査      

【
景
況
分
析
室
】

〈
2
0
1
2
年
度
方
針
〉

　

福
岡
同
友
会
会
員
を
対
象
に
、

四
半
期
ご
と
に
景
況
調
査
を
実
施

し
、分
析
報
告
を
会
内
外
に
行
な

う
。組

織
強
化
の
活
動

1
会
員
増
強
運
動
の
推
進

　

 　
　
　

 

【
会
員
増
強
戦
略
本
部
】

  

め
ざ
す
姿

●
福
岡
県
内
の
隅
々
に
同
友
会
理

念
が
広
ま
っ
て
い
る
状
態
。

●
人
口
10
万
の
地
域
に
１
０
０
人

の
同
友
会
支
部
が
で
き
て
い
る
。

●
す
べ
て
の
活
動
の
結
果
と
し
て

県
下
の
法
人
企
業
数
の
10
％
の
会

員
数
に
到
達
す
る
。

  

ビ
ジ
ョ
ン
の
目
標

●
な
ぜ
会
員
を
ふ
や
さ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
か
を
理
解
し
て
い
る
役

員
が
多
く
な
り
、増
え
る
し
く
み

が
で
き
あ
が
り
着
実
に
増
強
が
す

す
ん
で
い
る
。

●
支
部
の
中
で
会
員
が
増
え
、空

白
地
域
へ
も
広
が
っ
て
支
部
が
で

き
る（
糸
島
、宗
像
、朝
倉
、田
川
、

京
築
な
ど
）

●
2
0
1
3
年
度（
2
0
1
4
年

3
月
会
員
数
）３
、０
０
０
名
の
同

友
会
の
達
成
。

〈
2
0
1
2
年
度
方
針
〉

●
2
0
1
3
年
度（
2
0
1
4
年

3
月
会
員
数
）３
，０
０
０
名
の
同

友
会
の
達
成
の
た
め
の
活
動
。

●
会
員
定
着
の
と
り
く
み
を
強
化

し
ま
す
。拡
大
目
標
だ
け
で
な
く

退
会
削
減
目
標（
数
・
率
）な
ど
も

明
確
に
し
て
意
識
的
に
と
り
く
み

ま
す
。

①
ブ
ロ
ッ
ク
活
動
の
充
実
を
図

る
。

②
新
会
員
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
セ
ミ

ナ
ー
参
加
を
義
務
と
す
る
。

●
会
員
増
強
の
中
長
期
的
な
戦
略

（
仕
組
み
づ
く
り
）を
策
定
し
、組

織
機
能
と
連
携
し
て
活
動
を
す
す

め
る
。

③
本
部
長
を
中
心
に
、各
地
区
会

長
が
副
本
部
長
体
制
で
推
進
す

る
。

④
会
員
増
強
手
引
書
を
活
用
す
る

⑤
増
強
活
動
を
持
続
す
る
た
め

に
、増
強
の
状
況
が
リ
ア
ル
タ
イ

ム
の
見
え
る
化
で
意
識
強
化
を
図

る
。

⑥
新
役
員
対
象
の
増
強
研
修
会
を

開
催
す
る
。

⑦
委
員
会
活
動
に
ゲ
ス
ト
を
誘
う

た
め
の「
オ
ー
プ
ン
講
座
」（
仮
称
）

を
開
催
す
る
。

⑧
会
員
増
強
の
た
め
の
全
県
決
起

集
会
を
開
催
す
る
。

⑨
県
商
工
部
・
あ
す
ば
る
・
金
融
機

関
等
と
提
携
し
起
業
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
す
る
。

⑩
未
設
立
地
域　

糸
島
支
部（
仮

称
）の
新
設
を
検
討
す
る
。

⑪
女
性
会
員
を
増
や
す
。

2
創
立
50
周
年
記
念
行
事
を

 　

行
う　
　
　
　
　
　
【
理
事
会
】

〈
2
0
1
2
年
度
方
針
〉

①
東
日
本
大
震
災
被
災
中
小
企
業

を
支
援
し
、雇
用
を
生
み
出
す
た

め
に
、キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
ソ
ン
グ「
Ｓ

Ｍ
Ｉ
Ｌ
Ｅ　

Ａ
Ｇ
Ａ
Ｉ
Ｎ
」C
D

制
作
と
普
及

②
全
国
研
究
集
会（
全
研
）の
誘
致

開
催

③
記
念
総
会
・
式
典

④
記
念
誌
編
纂

⑤
記
念
増
強

⑥
中
小
企
業
憲
章
２
周
年
記
念

“
ふ
る
さ
と
が
え
り
”上
映
会
、及

び
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

3
地
区
会
の
強
化      

【
地
区
会
】

〈
2
0
1
2
年
度
方
針
〉

　

昨
年
度
よ
り
地
区
会
は
、運
動

方
針
の
推
進
機
関
と
し
て
中
心
的

な
役
割
を
担
い
、支
部
活
動
及
び

予
算
の
承
認
や
検
証
、入
退
会
審

議
な
ど
の
統
括
機
能
を
も
つ
こ
と

に
な
り
、発
展
的
な
議
論
が
よ
り

活
発
に
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
、地

区
会
の
充
実
に
努
め
る
。ま
た
、支

部
活
動
の
活
性
化
を
以
下
の
共
通

し
た
項
目（
数
と
率
）で
検
証
す

る
。

（
現
状
の
把
握
と
目
標
の
設
定
）

会
員
数（
新
会
員
数
と
定
着
率
）・

例
会
参
加
・
ブ
ロ
ッ
ク
会
参
加
・
経

営
指
針
成
文
化
・
全
国
行
事
参
加
・

求
人
共
育
活
動
参
加
・

e
・
d
o
y
u
ロ
グ
イ
ン
人
数（
回

答
）

4
広
報
、情
報
化
活
動
の
強
化　

　
　
　

 

【
広
報
・
情
報
化
推
進
本
部
】

 

め
ざ
す
姿

 

マ
ス
コ
ミ
や
自
治
体
・
他
団
体
か

ら
、経
営
者
団
体
と
し
て
認
知
さ
れ

て
い
る
。中
小
企
業
経
営
者
に
対
し
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て
、人
脈
に
よ
る
入
会
に
頼
る
だ
け

で
な
く
、広
報
に
よ
る
入
会
も
行
わ

れ
て
い
る
状
態
に
す
る
。

    

ビ
ジ
ョ
ン
の
目
標

●
定
期
的
な
記
者
会
見
を
行
う

（
毎
月
・
四
半
期
ご
と
景
況
、臨
時

調
査
な
ど
）

●
マ
ス
コ
ミ
関
係
者
と
の
懇
談
会

が
定
着
し
て
い
る
。

〈
2
0
1
2
年
度
方
針
〉

①
委
員
会
活
動
、ブ
ロ
ッ
ク
活
動

や
例
会
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、改
定

e
・
d
o
y
u
へ
掲
載
で
き
る
組

織
を
構
築
す
る
。

②
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
体
系
化
し
、

充
実
す
る
。

③
e
・
d
o
y
u
活
用
促
進

④
記
者
懇
談
会
の
開
催

⑤
景
況
調
査
に
よ
る
記
者
会
見

（
対
外
報
道
部
・
景
況
分
析
室
）

5
役
員
づ
く
り
の
強
化

        　

  

【
理
事
会
・
役
員
研
修
室
】

  

め
ざ
す
姿

　

同
友
会
の
歴
史
と
理
念
を
理
解

し
た
役
員
が
運
動
を
進
め
、役
員

の
企
業
も
堅
調
に
経
営
し
会
員
を

リ
ー
ド
し
て
い
る
状
態
。
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ビ
ジ
ョ
ン
の
目
標

・
支
部
役
員
全
員
が
役
員
研
修
大

学
を
修
了
し
て
い
る
。

・
役
員
が
年
１
回
以
上
、全
国
交
流

会
に
参
加
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
。

・
同
友
会
運
動
と
自
ら
の
経
営
体

験
を
重
ね
な
が
ら
話
が
で
き
る
語

り
部
と
な
っ
て
い
る
状
態
。

〈
2
0
1
2
年
度
方
針
〉

①
役
員
は
全
員
、経
営
指
針
に
も

と
づ
く
経
営
に
と
り
く
み
、全
社

一
丸
を
め
ざ
す
。

②
役
員
研
修
大
学
の
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
を
再
構
築
す
る
。

③
役
員
研
修
大
学
に
、支
部
、地

区
、県
の
役
員
の
受
講
を
義
務
と

す
る
。　

④
役
員
研
修
室
に
同
友
会
内
の
会

員
研
修
を
統
括
す
る
。役
員
研
修

大
学
を
中
心
に
し
て
体
系
化
を
図

る
。

●
新
会
員
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修

（
会
員
増
強
戦
略
本
部
が
開
催
）

●
支
部
役
員
研
修（
支
部
が
開

催
）、地
区
役
員
研
修（
地
区
が
開

催
）、理
事
研
修（
理
事
会
が
開
催
）

●
全
県
支
部
長
研
修（
理
事
会
が

開
催
）、正
副
代
表
理
事
研
修（
正

副
代
表
理
事
会
が
開
催
）

●
新
役
員
に
対
す
る
会
員
増
強
研

修（
会
員
増
強
戦
略
本
部
が
開
催
）

⑤
女
性
役
員
を
増
や
す
。

⑥
全
国
行
事
、中
同
協
役
員
研
修

会
、九
州
沖
縄
ブ
ロ
ッ
ク
行
事
に

参
加
す
る
。（
理
事
会
、地
区
幹
事

会
）

6
組
織
の
整
備

                  

【
理
事
会
・
地
区
会
】

  

め
ざ
す
姿

 

県
、地
区
、支
部
が
き
ち
ん
と
機

能
し
て
い
る
状
態
。

  

ビ
ジ
ョ
ン
の
目
標

・
顔
が
見
え
企
業
が
見
え
る
適
正

規
模（
１
０
０
名
）支
部

・
地
域（
行
政
区
）に
根
ざ
し
た
支

部
づ
く
り
・
地
区
会
の
確
立
。

・
委
員
会
活
動
に
多
く
の
会
員
が

参
加
し
て
い
る
状
態
。

〈
2
0
1
2
年
度
方
針
〉

①
全
会
員
が
自
社
の
経
営
課
題
に

沿
っ
て
、最
低
1
つ
以
上
の
委
員

会（
複
数
可
）に
登
録
す
る
。そ
の

た
め
に
委
員
会
の
紹
介
冊
子
を
改

訂
し
徹
底
す
る
。

②
2
0
1
1
年
度
の
経
験
を
ふ
ま

え
、理
事
会
の
構
成
を
検
討
す
る
。

③
福
岡
地
区
会
の
分
割
、支
部
再

編
を
検
討
す
る
。

④
年
度
方
針
、ビ
ジ
ョ
ン
の
検
証

と
新
た
な
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定（
ビ

ジ
ョ
ン
委
員
会
）

⑤
法
人
化
に
つ
い
て
引
き
続
き
、

会
内
で
討
議
を
深
め
る
。

⑥
次
代
の
企
業
と
同
友
会
運
動
を

担
う
青
年
経
営
者
の
活
動
を
強
化

す
る
。

⑦
全
会
員
調
査
を
行
い
、会
員

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
充
実
す
る
。

⑧
組
織
の
簡
素
化
に
つ
い
て
検
討

す
る
。

7
健
全
財
政
の
推
進【
総
務
財
政
室
】

  

め
ざ
す
姿

　

健
全
財
政
と
な
っ
て
お
り
、長

期
的
な
財
務
戦
略
の
上
で
有
効
に

財
務
運
営
が
行
わ
れ
て
い
る
。

  

ビ
ジ
ョ
ン
の
目
標

●
ど
こ
の
支
部
に
所
属
し
て
も
同

じ
処
遇
を
受
け
ら
れ
る
事
を
目
標

に
、財
政
が
全
県
一
本
化
さ
れ
て

い
る
。

●
長
期
的
戦
略
に
そ
っ
た
財
務
構

造
に
な
っ
て
い
る
。

〈
2
0
1
2
年
度
方
針
〉

①
健
全
財
政
の
た
め
の
仕
組
み
整

備②
支
部
繰
越
金
の
活
用

　

全
支
部
か
ら
要
望
提
案
を
出
し

て
、理
事
会
に
て
有
効
な
使
い
道

を
2
0
1
3
年
3
月
を
目
途
に
、

県
全
体
で
統
一
し
た
使
用
方
法
を

明
確
に
す
る
。

8
事
務
局
強
化

　            

【
正
副
代
表
理
事
会
議
】

  

め
ざ
す
姿

　

事
務
局
が
会
員
の
パ
ー
ト
ナ
ー

と
な
っ
て
い
る
。

  

ビ
ジ
ョ
ン
の
目
標

●
運
動
推
進
機
能
、シ
ン
ク
タ
ン

ク
機
能
、活
動
検
証
機
能
が
果
た

せ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

●
日
常
的
に
は
、あ
い
さ
つ
や
３

Ｓ
が
徹
底
さ
れ
、明
る
く
や
り
が

い
の
あ
る
職
場
に
な
っ
て
い
る
。

〈
2
0
1
2
年
度
方
針
〉

①
事
務
局
の
役
割
と
位
置
づ
け
を

明
確
に
し
、会
全
体
で
共
有
す
る
。

②
就
業
規
則
や
賃
金
体
系
な
ど
、

職
場
環
境
の
改
善
に
も
取
り
組
む

③
会
員
訪
問
の
強
化（
現
場
で
知

る
、要
望
を
つ
か
む
）

④
専
門
性
の
強
化（
情
報
発
信
、シ

ン
ク
タ
ン
ク
機
能
）

⑤
事
務
局
担
当
制
の
グ
ル
ー
プ
化

の
推
進（
チ
ー
ム
内
連
携
）
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九州経済産業局
福岡県
北九州市
北九州市産業経済局地域産業振興部
北九州市産業経済局地域産業振興部
北九州市産業経済局総務政策部
北九州市環境局
福岡県中小企業団体中央会北九州支所
公立大学法人北九州市立大学　大学院マネジメント研究科
国立大学法人九州工業大学
九州国際大学　経済学部

（財）北九州産業学術推進機構中小企業支援センター
北九州銀行
日本政策金融公庫北九州支店
日本政策金融公庫八幡支店

（株）商工組合中央金庫北九州支店

産業部長
副知事
副市長
中小企業振興課長
貿易振興課長
産業政策課長
環境未来都市推進室環境産業担当課長
支所長
教　授
理　事
准教授
センター長
地域振興部長
支店長
支店長
支店長

井手　信一

服部誠太郎

松﨑　　茂

庄村　俊彦

加藤　賢次

大竹　真貴

山本　浩二

黒木　勝治

城戸　宏史

鹿毛　浩之

三輪　　仁

秋成　宏治

吉富　真二

陶山　清之

時岡新一郎

久保　喜誉

ご来賓の皆様
（敬称略）

14：30

18：15

19：30

第50回　定期総会 2012年4月25日（水）　　
リーガロイヤルホテル小倉

開会あいさつ
物故者への黙祷

資格審査報告

総会表彰

永年会員表彰

会員増強表彰

特別表彰

交流会

閉会

2011年度の総括報告をする
中山代表理事

■物故者に黙祷
2011 年度に亡くなられた方々のご冥福をお祈りして黙祷

【総会審議】
●第1号議案 「2011年度活動報告」

●第2号議案 「2011年度決算報告」

●第3号議案 「2012年度運動方針案」

●第4号議案 「2012年度予算案」 

●第5号議案 「2012年度役員交代」

質問に答える中村代表理事

15：00

18：00

乾杯の音頭をとる諸岡氏

決算報告をする
長井総務財政室長

井手九州経済産業局産業部長

服部福岡県副知事

松﨑北九州市副市長

清 水 　 靖 仁 氏 山 田 　 暁 子 氏（嘉飯支部） （久留米支部）
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総会表彰
■会員増強支部表彰
福友支部（拡大数）…43名 
	 	■会員増強個人表彰
有馬　　進
田浦　　通
中村　高明
中野　正志
北原　　勉

（北九州支部）

（かすや支部）

（ 筑 豊 支 部 ）

（ 福 友 支 部 ）

（ 博 多 支 部 ）

■会歴30年表彰
和田　則雄
坂口　勝利
松本　恒憲
鐘江　貴昭

■会歴20年表彰
春日　好則
槙本　健次
山口　静生
新内　弘子
山科　康也
大場善右エ門
中川　　良
大仁田拡光
白原　憲則
藤木　喜秋
上村　常憲
石蔵　義孝
西村　象吾
佐東　和芳
田中　正行
高松　浩二
川添　英樹
植原　正明
友永　勝三
大石　秀明
山下　桂治
吉田　耕二

（ 南 支 部 ）

（北九州支部）

（ 中 央 支 部 ）

（くるめ支部）

（ 西 支 部 ）
（ 南 支 部 ）
（ 福 友 支 部 ）
（ 南 支 部 ）
（ 福 博 支 部 ）
（ 福 博 支 部 ）
（ 博 多 支 部 ）
（大牟田支部）
（ 筑 紫 支 部 ）
（ 有 明 支 部 ）
（ 南 支 部 ）
（ 筑 紫 支 部 ）
（ 玄 海 支 部 ）
（ 中 央 支 部 ）
（ 博 多 支 部 ）
（ 玄 海 支 部 ）
（ 中 央 支 部 ）
（ 筑 紫 支 部 ）
（ 東 支 部 ）
（ 福 友 支 部 ）
（ 博 多 支 部 ）
（かすや支部）

（敬称略）

組織図

面出　隆男
林　　眞一
坂口　壱義
用澤　義則
小山　徹志
原　　啓介
福島　忠博
松野　國一
日高　美治
宗　　隆文
阿比留恭之
遠藤　正徳
秋好　哲美
坂井　憲彦
堤田　秀雄
井上　　明
井上　文生
金子　　毅
田口　正章
細井　一信
真崎　勝子

（北九州支部）
（久留米支部）
（大牟田支部）
（ 玄 海 支 部 ）
（ 西 支 部 ）
（ 西 支 部 ）
（大牟田支部）
（ 西 支 部 ）
（ 博 多 支 部 ）
（ 西 支 部 ）
（ 筑 豊 支 部 ）
（北九州支部）
（ひびき支部）
（ 玄 海 支 部 ）
（ 東 支 部 ）
（ 東 支 部 ）
（ 博 多 支 部 ）
（ 博 多 支 部 ）
（北九州支部）
（北九州支部）
（ 有 明 支 部 ）

は新組織・再編組織

30 年表彰の松本さん

会員増強個人表彰の北原さん

会員増強支部表彰の福友支部

2012 年度　福岡県中小企業家同友会運動方針
特 集



代 表 理 事

代 表 理 事

代 表 理 事

副代表理事

副代表理事

副代表理事

地 区 会 長

地 区 会 長
地 区 会 長
地 区 会 長
理　　 事
理　　 事
理　　 事
理　　 事

理　　 事

理　　 事
理　　 事
理　　 事
理　　 事
理　　 事
理　　 事
理　　 事
理　　 事
理　　 事
理　　 事
理　　 事
理　　 事
理　　 事
理　　 事
理　　 事
理　　 事
理　　 事
理　　 事
理　　 事
理　　 事
理　　 事
理　　 事
理　　 事
理　　 事
理　　 事
理　　 事
理　　 事
理　　 事
理　　 事
理　　 事
理　　 事
理　　 事
理　　 事
理　　 事
理　　 事
理　　 事
理　　 事
理　　 事

中村　高明

中山　英敬

田浦　　通

村山由香里

樋口　康治

林田　浩暢

中野　正志

有馬　　進
鶴田　和寿
黒田　　剛
福田　賢輔
岩本　　博
長井　士郎
石蔵　義孝

貞池　龍彦

船山　　稔
時枝　　寛
光本智恵子
伊藤　裕一
末竹　　哲
三輪　公平
伊藤　栄樹
林田　　達
白石　静馬
吉原　勝己
笠置　重子
東　　和範
古場　則光
永久　美生
中川　甚広
牟田　淳一
林　　眞一
松本　洋一
船越　岩人
藤吉紀良美
北原　　勉
前田　雅史
古屋　勇一
濱田　浩光
森　　茂博
中村美賀子
滝山　博光
山本　博一
松谷　繁信
坂本　敏弘
市丸　皓士
重信　好文
廣岡　正儀
田村誠一郎
松田　青起
園田　嘉生
鐘江　　守
川畑　義行

（株）紀之国屋

（株）ヒューマンライフ

（株）シティーライン

（株）アヴァンティ

（株）アイル

（資）若竹屋酒造場

（株）福岡リロケーション

（株）不動工業
コースイ（株）

（株）総本家黒田家
（株）△□○
（株）エフ・ティ・シー通信
（株）フォーユー
（株）石蔵商店

（株）アビリティ・キュー

（株）永光
（株）コミプラ
（株）すこやか工房
伊藤建築設計事務所

（有）日研
Ｉ・ＷＡ・ＭＩ（株）
伊藤中小企業診断士事務所

（株）彩ーいろどりー
（株）テシマ
吉原住宅（有）

（有）タイセイ
（株）九州トラベルサービス
（株）トラストスリー
永久工業（株）

（株）ベストプラン
牟田鉄工（有）
まるは油脂化学（株）
大松住宅設備（株）

（株）山幸蒲鉾
（株）アイ企画

社会保険労務士法人　COMMITMENT
エイエス九州（有）
あおぞら法律事務所
貼りアップ（株）
和新工業（株）

（株）メリーグラシス
西南タイル（有）

（有）漸建築設計室
（株）モーターブロック
計測検査（株）

（株）TSS
（株）ソーラー・エコー
（株）フクデン
（株）タムラ
（有）みなと工芸社
園田税務会計事務所
東亜染工（株）
福岡県中小企業家同友会

代表取締役会長

代 表 取 締 役

代 表 取 締 役

顧 問

代 表 取 締 役

社 長

代 表 取 締 役

代 表 取 締 役
代 表 取 締 役
代 表 取 締 役
取締役特別顧問
代表取締役会長
代 表 取 締 役
代 表 取 締 役

代 表 取 締 役

代 表 取 締 役
代 表 取 締 役
代 表 取 締 役
代 表 者
代表取締役社長
代 表 取 締 役
中小企業診断士
代 表 取 締 役
代 表 取 締 役
代 表 取 締 役
代 表 取 締 役
代表取締役会長
代 表 取 締 役
代 表 取 締 役
代 表 取 締 役
代 表 取 締 役
代 表 取 締 役
代 表 取 締 役
代表取締役社長
代 表 取 締 役
代 表 社 員
代 表 取 締 役
弁 護 士
代 表 取 締 役
代表取締役社長
代 表 取 締 役
専 務 取 締 役
代 表 取 締 役
代 表 取 締 役
代 表 取 締 役
代 表 取 締 役
代表取締役社長
代 表 取 締 役
代 表 取 締 役
代 表 取 締 役
税 理 士
代表取締役社長
事 務 局 長

経営相談室長・景況分析会議議長・創立50周
年記念事業全体統括・記念誌担当代表理事
中小企業憲章推進本部長
創立50周年記念事業全研担当代表理事
会員増強戦略本部長
創立50周年記念事業記念式典担当代表理事
広報情報化推進本部長・報道部長
女性部委員長
経営推進本部長・創立50周年記念事業全研実
行委員長・ビジョン委員長

経営推進副本部長・経営労働委員長
福岡地区会長・会員増強戦略副本部長
創立 50 周年記念事業記念式典実行委員長

北九州地区会長・会員増強戦略副本部長
筑豊地区会長・会員増強戦略副本部長
県南地区会長・会員増強戦略副本部長

（直前代表理事）
（直前代表理事）
総務財政室長
政策金融室長
広報情報化推進本部副本部長・広報情報室長・
創立 50 周年記念事業記念誌実行委員長

役員研修室長・役員選考委員長
共同求人委員長
共育委員長
企業連携推進委員長
地球環境問題委員長
バリアフリー委員長
国際交流委員長
経営者フォーラム委員長
同友すばる特別委員長
ＮＰＯ交流ソーシャルビジネス委員会
福岡地区副会長・会員増強副本部長
福岡地区幹事長
北九州地区副会長
北九州地区幹事長
筑豊地区副会長
筑豊地区幹事長
県南地区副会長
県南地区幹事長
支 部 長　
支 部 長　
支 部 長
支 部 長　
支 部 長　
支 部 長
支 部 長
支 部 長
支 部 長　
支 部 長
支 部 長
支 部 長
支 部 長　
支 部 長
支 部 長
支 部 長
支 部 長
支 部 長
支 部 長
事務局長

役 職 名 氏 名 事 業 所 名 社 内 役 職
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2012 年度　福岡県中小企業家同友会運動方針
特 集

2012 年度　役員名簿（敬称略）
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中
同
協
は
中
小
企
業
憲
章
が

閣
議
決
定
さ
れ
た
６
月
を
「
中

小
企
業
憲
章
推
進
月
間
」
と
位

置
づ
け
、
６
月
４
日
に
「
中
同

協
・
中
小
企
業
憲
章
推
進
月
間

キ
ッ
ク
オ
フ
集
会
」
を
開
催
し
、

こ
の
「
月
間
」
の
ス
タ
ー
ト
を

宣
言
し
ま
す
。
全
国
の
各
同
友

会
に
お
い
て
、
憲
章
推
進
の
た

め
の
学
習
会
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、

様
々
な
企
画
が
練
ら
れ
て
お
り
、

全
国
一
斉
に
こ
の
取
り
組
み
が

始
ま
り
ま
す
。
福
岡
同
友
会
で

も
憲
章
推
進
本
部
を
中
心
に
企

画
が
練
ら
れ
、
２
つ
の
取
り
組

み
を
行
な
い
ま
す
。

福
岡
同
友
会
の
取
り
組
み

　

１
つ
目
の
取
り
組
み
は
、
中

小
企
業
憲
章
ア
ン
ケ
ー
ト
で
す
。

こ
の
憲
章
で
政
府
は
中
小
企
業

を
高
く
位
置
づ
け
、
個
別
具
体
的

な
中
小
企
業
政
策
を
実
施
す
る
上

で
の
行
動
指
針
を
８
つ
示
し
て
い

ま
す
。
そ
こ
で
今
回
の
ア
ン
ケ
ー

ト
で
は
、
政
府
が
こ
の
８
つ
の
行

動
指
針
を
実
践
で
き
て
い
る
か
ど

う
か
を
評
価
し
ま
す
。
憲
章
が
制

定
さ
れ
２
年
が
経
ち
、
中
小
企
業

と
こ
の
憲
章
が
ど
の
よ
う
に
関

わ
っ
て
い
る
の
か
、
そ
の
現
状
を

探
り
ま
す
。「
中
小
企
業
憲
章
を

ど
の
よ
う
に
活
か
す
か
」
が
問
わ

れ
て
い
る
中
で
、
今
後
の
課
題
を

捉
え
て
い
き
ま
す
。
こ
の
ア
ン

ケ
ー
ト
は
す
で
に
配
信
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
、
多
数
の
皆
さ
ん
の
回

答
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

２
つ
目
の
取
り
組
み
は
、
映

画
「
ふ
る
さ
と
が
え
り
」
上
映
会

と
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で

す
。
こ
の
映
画
は
自
主
上
映
会
に

よ
る
も
の
で
、
地
域
の
絆
を
描
い

た
も
の
で
す
。
そ
の
内
容
は
、
地

域
社
会
の
課
題
を
浮
き
彫
り
に

し
、
地
域
を
も
っ
と
考
え
な
け
れ

ば
と
呼
び
掛
け
ま
す
。
こ
こ
で
映

画
に
よ
る
問
題
提
起
だ
け
で
終
わ

ら
ず
に
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
に
お
い
て
問
題
の
本
質
を

探
り
、
解
決
の
方
向
を
見
出
し
て

い
き
ま
す
。
地
域
に
若
者
が
育
た

な
い
、
居
つ
か
な
い
の
は
何
故
な

の
か
。
仕
事
が
な
い
か
ら
で
は
な

い
の
か
。
地
域
を
支
え
る
基
盤
は

何
な
の
か
。
こ
の
よ
う
な
問
い
か

け
か
ら
、
皆
で
一
緒
に
中
小
企
業

の
役
割
を
考
え
、
中
小
企
業
の
認

識
を
高
め
て
い
き
ま
す
。
参
加
対

象
者
は
、
会
員
、
社
員
、
家
族
、

経
営
者
、
行
政
担
当
者
、
学
校
関

係
者
、
学
生
な
ど
で
す
。
幅
広
く

参
加
を
呼
び
か
け
て
く
だ
さ
い
。

中
小
企
業
憲
章
の
認
識
を

高
め
て
い
き
ま
し
ょ
う

　

福
岡
県
民
、
市
民
全
体
に
中
小

企
業
の
認
識
を
高
め
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な

思
い
か
ら
、「
福
岡
同
友
会
創
立

50
周
年
記
念
事
業
（
未
来
）」
と

し
て
の
取
り
組
み
で
も
あ
り
ま
す

の
で
、
皆
で
一
緒
に
盛
り
上
げ
て

い
き
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
こ
の
上

映
会
の
企
画
は
、「
中
小
企
業
憲

章
制
定
２
周
年
記
念
事
業
」
と
し

て
、
九
州
・
沖
縄
ブ
ロ
ッ
ク
の
各

同
友
会
と
の
共
催
で
も
あ
り
ま

す
。

　

７
月
に
は
筑
豊
地
区
会
に
お
い

て
、「
中
小
企
業
憲
章
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
こ
れ

は
、
国
（
中
小
企
業
庁
）
と
飯
塚

市
、
嘉
麻
市
、
桂
川
町
の
２
市
１

町
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
中
小
企

業
団
体
、
金
融
機
関
や
大
学
な
ど

も
巻
き
込
ん
だ
、
大
掛
か
り
な
イ

ベ
ン
ト
で
す
。
こ
れ
ら
の
取
り
組

み
を
大
き
な
う
ね
り
と
し
、
福
岡

全
体
に
中
小
企
業
憲
章
の
認
識
を

高
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

６
月
は「
中
小
企
業
憲
章
推
進
月
間
」で
す
よ
！

中 

山 　

英 

敬	（
代
表
理
事
・
中
小
企
業
憲
章
推
進
本
部
長
）

6月16日（土）14：00〜17：30
映画「ふるさとがえり」上映と
パネルディスカッション
参加費／1，000円

福
岡
同
友
会
創
立
50
周
年
記
念
事
業

中
小
企
業
憲
章
制
定
2
周
年
記
念



元気な経営者や仲間がいる同友会をどうやって活用
するか
～有言実行！全国オンリーワン幼稚園の経営戦略とは～
■ＩＰホテル　福岡市博多区中洲 5-2-18　　☎ 092-262-2009
■北口　龍馬氏　学校法人福岡自然学園さつき幼稚園　理事長（福博支部）

20 18：30―20:30水 福博支部6月例会

今年度支部新会員の北口氏。彼の経営する幼稚園はユニーク
かつ斬新な教育体制で毎年申込者が殺到するほど全国的に有
名な幼稚園。1981 年幼児教育に情熱を燃やし商社を脱サラ、
以降設立、運営まで様々な困難を克服して現在に至っており
ます。そのカギは二つ。常に明確な中長期経営ビジョンの作成
実施検証をして次の5 年先を考えること。もう一つは野芥軍
団を始めとする同友会メンバーとの出会い、協力があったか
らだといいます。特にその具体的な同友会メンバーとの交流
報告は本年度の支部テーマである「元気な経営の仲間作り」
にふさわしく、同友会活動の良さを再認識できる報告である
と思います。本年度最初の例会奮ってご参加くださいませ。
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リスクマネージメント力を向上させるツール　
「クロスロード」体験ワークショップ
■ブラウンシュガー
■進行役／野間　善正氏　有限会社ネオ　代表取締役（有明支部）

20 18：30―20：30 有明支部6月例会水

火

現代日本の中小企業の経営課題
■筑紫野市生涯学習センター
■中村　高明氏　（株）紀之国屋　代表取締役会長　（筑豊支部）

26 筑紫支部6月例会

美田を残すな！ビジョンを残せ！
　～社長は社員に見通しを示せ～
■パドドゥ・ル・コトブキ　飯塚市片島１丁目７-62　　☎ 948-22-5138
■林田浩暢氏　合資会社 若竹屋酒造場 14 代目社長 （りょうちく支部）

20 18：30―21:00水 嘉飯支部6月例会

今回は若竹屋酒造場林田氏に経営者の心構え、事業承継等に
ついて実体験を基にしたお話をして頂きます。皆さんも、今
後会社をどの様な姿にしていくべきか ? 経営者として社員
にどうあるべきか ? 事業の承継はどうあるべきか ? 色々と
問題を抱えていると思います。今回の林田氏の報告で必ずや
その悩みのいくつかでも解決すると考えてます。

私の経営とこれからの夢
■萃香園ホテル
■才田 亜希子氏　株式会社ベルディオ・コミュニケーションズ　
　　　　　　　　　 代表取締役（久留米支部）

19 18：30―21:00火 久留米支部6月例会

今回は、会社設立後７年で多角経営（ドコモショップ経営、外国
車販売、クレープ事業等）を実践し、国内外を飛び回る才田さん
に、主宰会社の歴史や経営の考え方、また今後の夢について報告
いただきます。この厳しい経営環境のなか、国内外を飛び回る才
田さんのバイタリティについても学べるものと思います。

今回は、阪神・淡路大震災の教訓から生まれたリスクコミュ
ニケーション・ツール「クロスロード」を使った体験ワーク
ショップを実施します。突発的な出来事への対応を自らの問
題として考えるとともに、答えが一つでは無い問いに対する
様々な価値観を、お互いに共有する事で、個々の思考性や判断
のクセなどを体感し、変化に対応するリスクマネージメント
力の向上を図ります。是非、ご出席下さい。

現在および近い将来の国内景気判断・予測、人口問題、金融環
境の変化など、我々に身近な問題を提起してもらい、我々中小
企業が直面するかも知れな い経営課題について報告しても
らいます。また、中村代表自身はどのような対策を講じておら
れるか併せて報告していただきます。

実践プロジェクト始動！！～ 中央支部の新たなプロ
ジェクトが、あなたの会社を成功へと導く～
■天神ビル 11 階　9 号会議室　福岡市中央区天神 2 丁目 12-1
■木場 秀行氏、西嶋 仁子氏、小橋 洋治氏 ( 中央支部）

21 18：30―21：00 中央支部6月例会木

新たにスタートする中央支部は装いも新たに始動します。
超目玉は、三つの実践プロジェクト活動。
① マネージメント実践プロジェクト
② IT 実践プロジェクト
③ 新連携実践プロジェクト
この三つの実践プロジェクトとは何か？　どんな活動をする
のか？それぞれのプロジェクト担当副支部長に熱く熱く語っ
てもらいます。大きく様変わりする中央支部の新たな取り組
み。いち早く知る 絶好のチャンス！

未来を見つめて前進しよう！
～現状に満足？未来は大丈夫ですか？～
■福岡県中小企業振興センター２F　大ホール
　　福岡市博多区吉塚本町 9-15
■廣岡　正儀氏　株式会社フクデン　代表取締役（嘉飯支部）

21 18：00―21：00 東支部6月例会木

企業は上昇期→絶頂期→衰退期と進んでいきます。衰退期に
入りこのままではと、新しい商品や事業をそれから考えてい
ては本当に手遅れとなりかねません。会社が一番良い時期（絶
頂期）になぜ考え、行動しなければいけないのか今回の報告を
聞き、経営者として今、行動に移して頂けるような学びある例
会にしたいと思います。

成功脳で活力経営
■原鶴温泉　泰泉閣
■吉田　成彦氏　吉田社会保険労務士事務所　代表者（りょうちく支部）

22 18：30―21：00 りょうちく支部6月例会金

事業承継の総論
■福岡同友会事務局　福岡市博多区吉塚本町 9-15　福岡県中小企業振興センター 11F
■竹田　陽一氏　ランチェスター株式会社　代表取締役（福博支部）
■受講料：2,000 円

23 14：00―17：00

今年度、同友すばる特別委員会では、年４回にわたり「事業承
継」をテーマに勉強会を開催します。昨今中小企業において、

「事業承継」は大きな課題として取り上げられています。いか
にスムーズに受け継ぐことができるか。社長の「心意気」を伝
え、企業の存在意義を受け継ぐことができるか。今後中小企業
が生き残るため、事業承継を学ぶことは大きな意義があると
考えます。承継するにあたって必要になる手続きや知識、心構
えを学び、企業づくりに役立てる為、共に学びましょう！

土
同友すばる事業承継塾　
第１講

夢の水素エネルギー社会をめざして
～九州大学　伊都キャンパスから幸せのメッセージ～
■福岡県中小企業振興センター　博多区吉塚本町 9-15
■村上　敬宜 氏　九州大学　カーボンニュートラル・エネルギー国際研究所教授

26 18：30―21：00火 FAST第８回
設立記念講演会

■福岡同友会会議室　
　福岡市博多区吉塚本町 9-15　福岡県中小企業振興センター 11F

28 18：00―21：00木 新会員フォローアップ
セミナー

経営指針に基づく同友会型企業づくりの実践！
　～苦難を乗り越えた経営体験報告～
■天神ビル　福岡市中央区天神 2 丁目 12-1　☎ 0120-323-920
■中山　英敬氏　株式会社　ヒューマンライフ　代表取締役社長（南支部）

20 18：30―21:00水 南支部6月例会

中山代表理事が得た同友会での学びと気づきはどのようなも
のだったのでしょうか。経営体験報告から自身の経営姿勢
は？社員は生き生きと働いているか？会員の皆さんと学び合
いましょう。今期の支部方針に経営指針作成、更には、浸透が
あります。お互いに課題を語り合い解決しましょう。

18：20―21:00

98 年に資金ゼロから独立創業、「日本一のコールセンター」を
掲げ、夢に向かって突っ走るなか次から次にと苦難の連続、そ
の年の10 月自らの意思で同友会に入会。支部例会や全国総会
に積極的に参加する中で、経営指針の大切さ、社員の生かし方
などを学び実践を繰り返し苦難を乗り越えて成長した。この
経営体験は全国総会や全国研究集会などでも報告された。



J u n e お知り合いの方を誘って、
是非ご参加下さい6月 行 事 案 内 お申込み、お問い合せは、e.doyu

もしくは、同友会事務局までお願いします
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「九州における低炭素技術及び低炭素関連ビジネス
の市場形成調査」報告
■福岡同友会事務局　福岡市博多区吉塚本町 9-15　福岡県中小企業振興センター 11F
■森永　峰次氏　九州経済産業局資源エネルギー環境部環境対策課　課長補佐

11 18：30―20：30

平成23年3月11日に発生した東日本大震災は、リスクに対
する我が国の脆弱性 (エネルギーの安定供給の重要性）を浮
き彫りにすると共に、省エネルギーや再生可能エネルギーの
重要性を改めて見直す契機となりました。
新年度最初の地球環境問題委員会の勉強会は、会員の環境問
題に関する経営課題解決を目的として、九州における省エネ
技術や、省エネ関連ビジネスについて九州経済産業局環境対
策課の課長補佐 森永峰次氏をお招きし報告いただきます。

映画『ふるさとがえり』上映とパネルディスカッション
～考えてみませんか！地域に根ざす中小企業の役割を！～
■都久志会館大ホール
　福岡市中央区天神 4-8-10　　☎ 092-741-3335
■参加費　1,000 円

月
地球環境問題委員会
6月勉強会

全社一丸となり次代のオンリーワン企業を目指そう
■グランドハイアット福 岡 　
　福岡市博多区住吉 1- 2 - 82　　☎ 092-282-1234
■田村　志朗氏　株式会社梓書院　代表取締役社長（福友支部）

15 18:30―21:00

今年、40 周年を迎える梓書院。昭和47 年の創業以来、作り上
げた書籍点数は2000 点を超えるまでとなりました。今回ご報
告を頂く田村社長は、お母様から事業を継承され、社長として
5 年目となります。そして同友会歴も5 年目、社長就任と同時
での入会でした。入会時は経営指針書を懐疑的にとらえていた
そうです。しかし同友会で様々な経験していく中、経営指針書
の重要性に気付いていくようにな りました。そこで自身だけ
で経営指針書を作成するも、それは形だけのものとなりまし
た。しかしその失敗は、社員と共に経営指針書を作成すること
の意味を教えてくれるものとなりました。経営指針作成を通じ
て、経営者としてのあるべき姿を見直し、オンリーワン出版社
になるべく日々奮闘する田村氏。本例会では、その具体的な実
践例を「全社一丸」という視点からご報告いただきます。

金 福友支部6月例会

16 土
福岡同友会創立50周年記念事業
中小企業憲章制定２周年記念14:00―17:30

ミコー薬局が、同友会に入会して得たもの
■粕屋町商工会館２Ｆ　糟屋郡粕屋町若宮 2-3-1
■古高　優子氏　ミコー薬局　後継者（かすや支部）

18 18：30―21:00月 かすや支部6月例会

古高さんは2012年２月に2泊3日の経営指針作成セミナー
に参加し経営指針書を作成。漢方の予防医学の観点から、病
気を未然に防ぐ漢方養生を各家庭に普及することを経営理念
の主として、社長についていくのではなく理念についていく
という考え方を取り入れられます。例会、あすなろ塾、経営
指針セミナーのフォローアップ勉強会、企業変革支援プログ
ラムの活用、県の経営革新計画書の承認など積極的に取り組
まれている古高さんの、経営指針セミナーでの体験と、意識
の変化、実際の経営への影響などをご報告いただきます。

事業承継後も選ばれる会社になるために!
■ユメニティのおがた 　
　直方市山部 364- ４　☎ 0949-25-1007
■清家　政彦氏　セイワシステム株式会社　代表取締役社長 ( 南支部 )

15 18:30―21:00

筑豊支部6 月例会では、「時代に合わせた人材共育」をテーマ
に、セイワシステム株式会社代表取締役社長　清家政彦氏に
報告して頂きます。
　日本経済を支える中小企業では近年、経営者の高齢化が進
行する一方で、年間に約7 万社の企業が後継者不足の為、廃業
に追い込まれている、という現状です。さらに後継者は、現代
の急激なスピードで変化する時代に対応する為の、難しい舵
取りの経営が求められています。日本経済にとって、中小企業
の事業継承の円滑化は緊急の課題であると言えます。
今回は、共同求人委員会委員長も務められた清家社長に、自身
の体験を通じて、「人材共育」、「選ばれる会社になるために」、

「スムーズな事業継承」等、の報告を頂きます。

金 筑豊支部6月例会

もし社員（周りの人）がうつ病になったら
～誰にでもなりうる心の病だからこそ対処法を学びましょう～
■ホテルクリオコート博多
　福岡市博多区博多駅中央街 5-3　　☎ 092-472-1111
■八谷　俊朗氏　大濠パーククリニック　院長（博多支部）

19 18：30―21:00火 博多支部6月例会

今回の博多支部の報告者は、新会員の大濠パーククリニック
八谷俊朗さんです。テーマを、もし社員がうつ病になったら、
としており、社員がうつ病から職場復帰に至るまでの過程及
び対策を学びます。ぜひともご参加ください！

経営指針書が示すものとは
～作成過程の苦労や気づき、作成後の効果・変化を学ぶ～
■都久志会館　福岡市中央区天神 4 丁目 8-10
■長嶺　雅透氏、渡辺賢一郎氏、家迫　崇史氏（玄海支部）

19 18：30―21:00火 玄海支部6月例会

これまでも、玄海支部では経営指針書に関する例会・勉強会
を開いてきました。今回は、少し趣を変えて、まだ、経営指針書
を作成していない方のキッカケになれるよう色々なパターン
での報告を用意しています。すでに経営指針書を作成してい
る会員さんからの報告だけでなく作成途中の会員さんの事例
を通して、作成の難しさや、今 正に苦労している点。また、作
成する過程での新たな気づきなど、より身近な体験を共有し
ていけるように工夫しています。企業規模の大小や従業員の
多寡に寄らず経営指針書の作成には意義があるとこを感じ
取ってください。

経営指針に基づく全社一丸の企業づくり
～【人を活かす経営】～
■リーガロイヤルホテル小倉　
　小倉北区浅野 2-14-2  ☎ 093-531-1121
■中山　英敬氏　株式会社ヒューマンライフ　代表取締役（南支部）

19 18：30―21:00火 北九州支部　ひびき支部
６月合同例会

通信業界から学ぶ起業からの軌跡
～私は同友会をこうして活用しました～
■ IP ホテル　福岡市博多区中洲 5-2-18　　☎ 092-262-2009
■時枝　憲司氏　（株）コミプラエージェント　代表取締役（青年支部）

19 19：00―21:00火 青年支部6月例会

同友会とは何を学ぶところなのか、まずは同友会理念を知っ
ていただき、同友会、青年支部の魅力を学んでいただきたいと
思います。また、支部活動以外に多くの学びを得られる同友会
活動を知っていただきより深い経営の勉強を行うきっかけ作
りになれば良いと考えています。時枝氏の起業から現在に至
る経営体験を通し、同友会活動に参加することで得られる学
びや、その学びを自社にどう活かしてきたかをご報告いただ
きます。青年支部活動はもちろん、全国行事や県地区委員会活
動他支部例会等の魅力もお話いただき、グループ討論で深め
ていきたいと思います。

就業規則作成セミナー「第1 章　採用、第2 章　異動等」
■天神パークビル　福岡市中央区大名 2 丁目 8-18

14 18：30―21：00木 経営労働委員会　
労務管理部

役員研修会に振り替え
■旅館　清風荘

2 13：30～ 大牟田支部6月例会土

「ふるさとがえり」に振り替え
16 西支部6月例会土14:00―17:30
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福岡県中小企業家同友会 第80回景況調査

（2012年1月～3月期）

足踏み状態！一方、春の息吹も！
2012 年 3 月 7 日〜 2012 年 3 月 23 日
福岡県中小企業家同友会　全会員企業
メールおよび FAX の方法による自計記入
338 社の回答（回答率…17％）

（製造業／ 59 社、 建設業／ 55 社、 商業流通業／ 58 社、 サービス業／ 162 社、 無記入／ 4 社）
0〜10名以下／165社、  11名〜20名以下／78社、　21名〜50名以下／53社、　51名〜100名以下／26社
101名以上／12社、　無記入／4社
福岡地区 /222 社、北九州地区 /35 社、筑豊地区 /27 社、県南地区 /43 社、県外 /7 社、　無記入 /4 社

結果レポート
調 査 時
対 象 企 業
調 査 の 方 法
回 答 企 業 数

企 業 規 模

企業の所在地

（従業員数）

調査
要領

REPORT vol.80

…
…
…
…

…

…

■全体的な特徴
●前回単独でほぼ横ばいとなっていた売上高DIは今回 3.3
ポイント改善したが、利益DIは5.9ポイントの悪化となった。第
１期景況感が前年第４期より悪化するのは2008年以来のこ
とである。水準としては売上高DIがやや低いものの昨年同期
並みであり、2009年からの回復基調に与えた影響を感じさせ
る。

●次期予測（2012年4月～ 6月）のＤIは、前回調査の▲2.7
に対し、今回は▲3と前回より0.3ポイント悪化。数値的にはほ
ぼ横ばいであるが、「良くなる」「悪くなる」共に増加しており、
「非常に悪くなる」は減少している。

■業種・従業員規模・地域別の特徴
●業種別にみると、数値改善は製造業（消費財）、建設業（土
木）、商業・流通業、サービス業（対個人）であった。一方、建設
業（設備）やサービス業（対事業所）は前回の期待に反して悪
化となり、全体でもマイナスの変化となった。次期予想としては
消費財が改善を目指す一方、建設業3種は悲観的である。

●従業員規模別にみると、31～50名の層で景況の悪さが目
立っており、改善の期待はあるものの結果としては横ばい状態
である。6～10名の層は予想通りの改善となったが、21～
30名の層は予想以上の悪化となった。

●地域別に見ると、北九州地区は前回の予想以上の改善と
なったが、筑豊地区・筑後地区については大きく悪化となってし
まった。 
一方、北九州地区は次回について悪化を見込んでおり悲観的
であるが、筑後地区も同じく悪化を見込む中で変化見通しとし
てはプラスになっている（今回回答と次回予想で回答を良い
方へ転じた回答者がいる）。

■経営上の問題点
上位5項目については顕著な変動はないものの、「原材料の高
騰」「仕入れ単価上昇」に加え「税負担の圧迫」「人件費の増
加」なども増加しており、資金面での負担感が増加している点
が特徴である。

■資金繰り
資金繰りDIは1.4ポイントの改善であり、「余裕あり」などは減
少変化ではあるが、「順調」は9ポイントの増加、「やや窮屈」は 
5.5 ポイントの減少と改善している。

■今回のオプション設問
❶中小企業の海外進出
大半が「海外展開は考えていない」と回答したものの、23％
は海外展開をしている、あるいは検討していると回答した。少
ないとは言えない割合である。また、展開中の事業内容では、
シンガポールに会社を設立、タイでの輸出入、中国に工場を設
立など、アジア圏での展開が目立った。

❷震災の影響
震災の影響が「ある」と回答した企業は69件で21.5％となっ
た。その中で、良い影響としては「復興需要」・「代替需要」・

「震災予備・被災地支援需要」等が挙げられた。悪い影響とし
ては「予約・注文が入らない」・「被災地に取引先があり部材の
調達困難」・「風評被害」等が上位に挙がった。

❸防災対策
震災後、企業として防災に「取り組んだ」との回答は52件

（17.9％）であった。取り組んだ内容としては、「避難訓練」
「震災時マニュアルの作成」「防災グッズの購入」等が挙がっ
たほか、「データのクラウド化」「情報セキュリティの強化」等の
回答も挙がった。

【会議中に述べられた意見】
・1,500円の商品に１万円のコストがかかるようになっている
（通信販売）
・ちょうど景気の踊り場だと感じている。景気というよりは企業
別での体力差が出ている。事業承継がしっかりできている企業
は強い（税理士）
・以前は１人を採用するのに30万円のコストで済んでいたが、
現在は２倍～３倍に跳ね上がっている。JR博多シティや、大企
業が東京から本社を福岡（九州）に移転している影響もあると感
じる。（コールセンター運営）
・昨年は上向きであったが、今年の１月～３月は前年割れ。（建築）
・新築着工件数、特に戸建てが増えている。「消費税が上がる前
に」、という影響もあると感じる。また、震災後から既設マンショ
ンの改修工事が増えた。（住宅設備）

【以下、研究者からのコメント】
・アメリカのモーターショーに参加。以前は「技術」を押していた
が、今回は「売れる車」を前面に押し出していた。実際に売れて
いる。車が売れればアメリカは強くなる。少なからずその影響が
日本にもあると思う。
・中国では国内物価が上昇し、人件費も上がっている。また2016
年には人口がマイナスに転じる。労働人口も少なくなると予想さ
れている。そのため中国政府は「国内産業」に重点を置くと考え
られる。あまり海外企業を優遇しなくなるかもしれない。
・インドネシアの人口が増えている。元々、日系の中小企業が多い
ため、これから影響がでてくると思う。
・これからの日本は、やはり「復興需要」が下支えになると思う。未
だ足踏み状態であるものの、冬の冷え込みからは脱却しつつあ
る。先行き不安は回避され、春の息吹がやってきていると感じる。
・福岡はアジアに近く、東京から本社移転が増えるなどしているも
のの、「アジア」という大きな枠組みから見ると、まだ知名度の低
い都市であると感じる。「アジアを代表する都市」として存在価
値を高めていくことが福岡の課題ではないだろうか。

【分析会議  議長コメント】
景況は春の息吹も感じられますが、企業変革支援プログラムス
テップ１を使い自社の現状を分析し、さらにステップ２で経営課
題克服に向けた具体的方策を導き出しましょう！



□開会あいさつ（中山代表理事）
　今日の理事会を楽しみにしていました。新理事が
加わり新年度がスタートします。めまぐるしい変化
が起こっている中ですが、特に最近感じたことは、
中小企業に対する国などの見方が変わってきてい
るという事です。従来は、中堅・中小企業を施策の
対象として考えていましたが、今回の震災からの復
興の動きの中で、小企業や自営業が経済の根幹を
支え、地域経済を支えている事が明確になりまし
た。そこで、日本の元気復活はそこに光を当てる事
として動き始めています。しかし、その実態はほと
んどつかんでいないのも実情です。日本各地で「ち
いさな企業未来会議」が開催されています。福岡で
は５月２８日に開催されます。ぜひ積極的に参加し
て声を出していきたいと考えています。その変化の
基本は、2010年の中小企業憲章の制定です。私
たち自身が中小企業家として自覚をもって取り組み
たいと思います。
新年度、「福岡同友会は変わる！」と感じられるよう
な理事会にしていきたいと思います。自覚を持って
前向きに運動を進めましょう。
○理事全員の自己紹介を行いました。

■協議事項　
1.2012年度理事会について（中山代表理事）
①予算の考え方
　「申請型予算とは」「支部の独自性の課題」「地
　区・支部の予算組みの課題」について考え方を明
　確にすると共に、今後解決すべき課題として提
　起されました。
②理事の責任と役割
　「同友会運動発展のために」より引用しながら、理
　事としての自覚と理事の責任と役割について提
　起。特に「総会や理事会で決議された方針や施策
　の実行に責任を持ち、同友会運動と自社経営を不
　離一体で実践すること」が強調されました。
③理事会・地区幹事会の役割と機能
　資料の組織の役割と機能の概要（たたき台）に
　ついて提起。今後協議していくことを確認しまし
　た。
　※グループ討議「提起をうけて、理事の責任と役
　割とついて討議」　
2.創立５０周年記念事業について
①第４３回全研実行委員会（樋口実行委員長）
　開催要項案が提起されました。
　・メインテーマ（案）を「今こそ、社会の主役であ
　る中小企業が日本を変える！」～中小企業憲章
　の精神を企業と地域のすみずみまで～
　・13分科会（うち３分科会を福岡が担当）と記念
　講演
　・記念講演講師候補者を５月末までに推薦してほ
　しい
　・参加費が一人20,000円程度になりそうなの
　で、福岡としての参加費補助を、従来の全国行
　事の基準とは分けて検討する必要がある。
　など提起され、概要は6月5日の中同協幹事会に
　提案し承認を受けることが報告されました。
②中小企業憲章制定２周年記念事業「ふるさとが
　えり＋パネルディスカッション」（中山代表理事）
　中小企業憲章制定2周年記念として、次の活動
　が行われる事が提起されました。
●中同協主催で、中小企業憲章推進月間キックオ
　フ集会（6月4日、衆議院議員会館）
●福岡同友会中小企業憲章推進本部
　・e.doyuによる「中小企業憲章アンケート」の実
　施。専門家の集計分析の上、理事会に報告。
　・映画「ふるさとがえり」上映とパネルディスカッ
　ション。
　中同協九州沖縄ブロック共催になっていること。
　大学、行政、会員企業の社員、金融機関等に呼
　びかけてほしい。
③ＣＤ「ＳＭＩＬＥ　ＡＧＡＩＮ」普及状況（中野副実行
　委員長）
　現在の普及枚数と残り枚数を報告した後、
　・6月末まで完了をめざす
　・7月12日～13日の中同協定時総会にて義援金
　の贈呈を行う事
　・地区、支部の総会でぜひ呼びかけてほしい
　・5月24日～25日の九州沖縄ブロック支部長、　
　支部活動研修交流会でも改めて訴えることなど
　が提起されました。

3.会員増強のとりくみ（田浦代表理事）
①４月入・退会者および会員数の確認および2012
　年度のとりくみについて

　・2011年度期末現在全国の会員数41,976名
　と史上最高を記録した。一方福岡同友会は、
　会員を減らしている。この結果を見ると、入会は
　例年に近い数あるが退会がそれを上回っている
　ため減少になっている。なぜ退会が多いかと
　考えると、不満足の表れではないかと思い、「会
　員満足度調査」を実施しているので、一人で
　も多くの会員から回答が得られようにすすめてほ
　しい。同時に、可能であればヒアリング形式も実
　施して、会に参加していない方の声も集めたい。
　・2012年度の全県到達目標は2500名ですが、
　自主目標では2260名となっています。平均する
　と期首会員数の25％になりますが、それを基準
　にしてもう一度地区、支部で検討して次回理事
　会に持ち寄ってください。
　※福博・南・ひびき・筑豊・有明の各支部から増強
　　に対する考え方と決意を発表いただきました。
②全県会員増強決起集会について
　・６月４日（月）18：30～ 21：00　福岡県中小企
　業振興センター 401会議室
　・理事を始め、全支部からの支部役員、増強推進
　担当委員の出席要請がありました。
4.2012年度運動方針の具体化（事務局長）
　・総会で決定された方針に具体化をそれぞれの
　推進組織で行い、6月末までに提出ください。
　7月の理事会で共有化したいと考えています。
　・委員会活動紹介のパンフレットの改定を行いま
　す。5月末までに原稿提出をお願いします。
　6月発行します。
5.中同協・九州沖縄ブロックの活動
①第６回九州沖縄ブロック「支部長・支部活動研修
　交流会」（5月24日～ 25日／大分・別府）
　・各支部より最低1名の出席をお願いしたい。
②第１５回女性経営者全国交流会（6月21日～ 22
　日／沖縄）　
　第６分科会「社員ひとりひとりが生き生きと働く
　ために保育の現場から考えるワークライフバラ
　ンス」　報告者：権藤　光枝氏　(座長：村山由香
　里氏)
　・女性会員に限らず、男性会員も参加を。
③第１８回中同協役員研修会（5月30日～ 31日／
　宮城）
　・年2回東と西で交互に開催されています。希望
　の方は積極的に参加を。
④中同協・中小企業憲章推進月間キックオフ集会
　・6月4日開催（詳細は資料参照）
　・中村・中山代表理事と事務局長と伊藤裕一理事
　が参加予定。
⑤第４４回中同協定時総会（7月12日～13日／岐
　阜）
　・福岡同友会は40名の参加目標
　・早目の分科会登録をお願いしたい。
⑥愛知同友会創立50周年記念式典（7月9日／名
　古屋）
　・中村・中山代表理事と事務局長が参加予定。

6. 第５０回定期総会のまとめ（中山代表理事）
　・正副代表理事会で集約した意見を報告。その上
　で、意見を集約しました。
　・理事定数の決定と理事承認のプロセスの確認
　・役員選考規定等の規定を議案書に入れておい
　てほしい
　・3時間の審議時間はよかったのではないか。今
　後も続けてほしい。
　・懇親会での乾杯までの時間のながさが今後の
　課題。
　・古屋理事から文書でだされた意見は、正副で受
　け止め今後協議をしていく。
　・規定の見直しを進めているが、冊子にして会員
　が共有できるようにしたい。
　・理事会への意見集約について、今年度正副を
　第4週にして地区幹事会での意見を集約できる
　ようにした。理事会の議題設定を行った後、早め
　に資料をアップし、事前質問や意見が集約できる
　ようにしたい。

■報告事項
1.前回理事会以降の活動
①福岡同友会の活動（事務局長）
　資料に基づき、前回理事会以降の活動を報告。
　会員の参加数延べ538名、ゲスト54名を報告。

2.対外的対応（事務局長）
　以下の点について報告。
①連合福岡より出席要請

②後援依頼：経済産業省「福岡女性活躍フォーラ
　ム」承認。
③日本の未来応援会議～ちいさな企業が日本を変
　える～地方会議への参加
④福岡県弁護士会役員就任披露宴への出席要
　請、今回は欠席。

3.地区関係
①筑豊地区「中小企業憲章シンポジュウム共催企
　画案」（鶴田筑豊地区会長）
　・7月25日、飯塚コスモスコモン中ホールにて開
　催
　・第一部：中小企業庁　事業環境部　間宮　淑
　夫氏の基調講演、第二部：パネルディスカッショ
　ン
　・同友会筑豊地区会の主催に加えて、飯塚・嘉麻・
　桂川の商工会議所、商工会にも主催に加わって
　もらうよう呼びかける。また飯塚・嘉麻・桂川の自
　治体は共催、九州経済産業局、福岡県は後援を
　依頼する。また、金融機関や他団体などひろく呼
　びかけ参画していただくようにする。
　・福岡同友会の他地区からも多くの参加をお願い
　したい。
②地区活動予備費の取り崩しについて（中山代表
　理事）
　・2012年度予算の地区活動費のうち、福岡地区
　540,549円、筑豊地区297,548円を取り崩す
　事を、４地区会長と正副代表理事会で確認しまし
　た。
　・今後、北九州地区、県南地区でも申請が上がる
　予定になっており、金額の確認がされた後報告し
　ます。
③支部活動案内
　・福友支部6月例会、玄海支部7月への参加の呼
　びかけがありました。
4.事務局関係報告（事務局長）
　井上拓郎事務局員が病気療養のため休んでいる
ことを報告。宮崎へ異動の予定だったので、新たな
体制で活動に支障がないようにしていきたい。
5.会員企業のうごき他（事務局長）
①経営革新計画承認企業・表彰等
　4月の全県は26社だったが、同友会会員企業は
　今回はなかったと報告。
②新聞・テレビ等報道等（見る資料参照）
6.その他（事務局長）
①4月～ 5月　新聞各社報道記事（見る資料参照）
②福岡県内市区町村別企業組織率（見る資料参　
　照）
　今後、会員増強や地域政策などの活動に活用し
　てほしいと提起。
7.委員会活動報告
①国際交流委員会　「韓国永進専門大学ミッショ
　ン団」の報告（次回報告）
②地球環境問題委員会（末竹委員長）
　・「エコテクノ2012展示会」出展募集
　・地球環境問題委員会6月勉強会に経済産業局
　の松崎氏要請の確認。
③同友すばる特別委員会「事業継承塾」第１回案
　内（中村代表理事）

■審議事項
1.一般社団法人の入会資格について（事務局長）
　継続審議とし、総務財政室で検討の上、提起し
　ていくこととしました。
2.除籍・退籍審議（長井総務財政室長）
　1名の除籍承認。

〈その他〉（中村代表理事）
　2012年5月9日の、2012年度第1回理事会に
　て、代表理事より訂正の発言があり、確認されま
　した。
　
□議長のまとめ（樋口議長）
　審議事項の確認。

□閉会あいさつ（中村代表理事）
　本年度のスローガンは「“全社一丸”の強じんな
企業づくり～黒字経営をめざし、組織経営に挑戦し
よう！！」です。同友会運動は一言でいえば、経営者
を変える運動です。経営者が変われば企業が変わ
り、社員が変わり、企業が変わればお客様が変わり
ます。会員企業の存続と発展が地域を変えます。
我々中小企業は、簡単には海外に出て行けませ
ん。同友会運動と企業経営を不離一体のものとし
て実践し、地域を元気にするための拡大をすすめま
しょう。

2012年度　第1回 理事会報告
■日時：2012 年 5 月9日（水）15：00 ～18：30　　■会場：福岡県中小企業振興センター 501会議室
■出席：40 名（欠席委任13 名）出席率：70％          　■議長：樋口副代表理事
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鶴留社会保険労務士事務所
特定社会保険労務士　鶴留　　舞
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